
14広報おうしゅう(平成31年4月)

Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）
計
画
の
各
種

最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

本本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
（（
察察

―
２
１
２
３

―
２
１
２
３
、、
鯖鯖
鰻鰻
２
５
３
３
、

２
５
３
３
、
死死iillcc@@cciittyy..oosshhuu..iiwwaattee..jjpp

））

3434

希希希
望望
のの

ひ
か
ひ
か
りり

第

回
65

੨

ਾ
✳
❐
❓
⛝
⛠
⛗
ᦒ
᧡

❶
➚
➅
⚇
᳑
ٷ

東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
（
室
長
・

鈴
木
厚あ

つ

人
県
立
大
学
長
）
は
３
月

と

日
、
江
刺
総
合
支
所
で
住
民
向

17け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
施
設
概
要

や
安
全
確
保
策
な
ど
を
解
説
し
ま

し
た
。
県
の
佐
々
木
淳
理
事
が

じ
ゅ
ん

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
巡
る
最
近
の
社
会
情
勢

を
説
明
。
３
月
７
日
に
表
明
さ
れ

た
政
府
見
解
に
触
れ
な
が
ら
、

「
国
内
に
お
い
て
は
、
日
本
学
術

会
議
が
策
定
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
が
来
年
の
２
月
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
る
。
国
外
に
関
し
て

は
、
欧
州
の
素
粒
子
物
理
戦
略
が

来
年
の
５
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ

る
」
と
語
り
、
来
年
の
２
月
と
５

月
が
一
つ
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

る
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

研
究
機
構
の
道み

ち

園
真
一
郎
教
授
ら

ぞ
の

研
究
者
３
人
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
放
射

線
・
放
射
能
の
関
係
に
つ
い
て
解

説
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
放
射
性
物
質
が
最

も
多
く
で
き
る
場
所
と
さ
れ
て
い

る
「
ビ
ー
ム
ダ
ン
プ
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

ビ
ー
ム
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
装

置
）」
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

①
放
射
化
し
た
水
は
、
限
定
区
域

内
で
循
環
さ
せ
、
排
出
し
な
い

②
漏
水
を
検
知
し
遮
断
す
る
シ
ス

テ
ム
を
備
え
る

③
地
震
・
停
電
時
な
ど
、
万
が
一

の
漏
水
に
対
し
て
も
回
収
す
る

仕
組
み
や
貯
水
槽
を
備
え
る

と
し
、
多
重
の
拡
散
防
止
対
策
で

周
辺
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
、
設
計
・
運
用
し
て
い
く
と
い

う
考
え
を
説
明
し
ま
し
た
。

ＩＬＣ国際化推進員
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ＩＬＣにまつわる話題や、アンナさんの目線で見た本市の姿などをお届け
します。今回のテーマは「アウトドア」です。

東北の各地でよく「ここには何もない」という発

言を耳にします。奥州市も例外ではありません。国

立天文台の水沢キャンパス、有名な前沢牛や江刺り

んご、後藤新平さんに大谷翔平選手の奥州市なのに

「何もない」と。「何もなくない」という理由はたく

さんありますが、その一つが「アウトドア」です。

私の毎年の最高の楽しみは、自転車で国道397号

をひめかゆ温泉辺りまで走ってくることです。季節

によって満開の桜やほ
・

ん
・

に
・

ょを眺めながら、木造の
・

若柳小学校や胆沢版自由の女神に出会い、新鮮な空

気を吸って自然を満喫します。登りはちょっときつ

いですが、徳水園でのソフトクリームや温泉の入浴

などのご褒美を楽しみにしながらぐんぐんこぎます。

最後にすーっと下っての帰宅です。

奥州市はアウトドア天国です。アップダウンの少

ないマラソンコース、オリンピックコーチも注目す

る水流の激しいカヌー競技場、初心者でも安心して

ＳＵＰなどを体験できる静かな池―。

大都市ならではの魅力もありますが、大都市には

ない田舎の魅力もたくさんあります。「何もない」所

は存在しません。必ず宝があります。車から降りて、

辺りをじっくり眺めてみるときっと見えてきますよ。

昨年のＳＵＰ体験

市
議
会
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

誘
致
推
進
議
員
連
盟
（
渡
辺
忠
会
長
）

は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
へ
の
機
運
醸
成
と

普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
市
内
中
学

校
作
成
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
看
板

の
設
置
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
３
月

に
水
沢
南
中
学
校
（
久
慈
孝
校
長
）

の
看
板
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
市
内

全
中
学
校
区
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
看
板
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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各
地
で
花
の
便
り
が
聞
か
れ
る

頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

３
月
７
日
に
、
文
部
科
学
省
は

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
関
心
を
持
っ
て

国
際
的
な
意
見
交
換
を
継
続
す

る
」
と
す
る
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

政
府
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
心
を
示
し
た

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
見
解
を
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
研

究
の
世
界
各
地
の
専
門
家
で
構
成

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
は
前
向
き
に
受
け

止
め
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
両
見
解
を
歓
迎
し
、
日
本

政
府
が
誘
致
を
表
明
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｉ
Ｌ

Ｃ
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
広
く
支

持
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先
月
、

年
の
歴
史
と
伝
統
を

72

誇
る
田
原
中
学
校
の
閉
校
式
が
行

わ
れ
、
地
域
住
民
と
共
に
感
謝
の

思
い
と
新
た
な
道
へ
の
決
意
を
示

し
ま
し
た
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち

に
は
、
田
原
中
学
校
の
誇
り
を
胸

に
大
き
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。

市
内
の
商
工
団
体
や
体
育
協
会

な
ど
と
官
民
一
体
で
発
足
し
た
大

谷
翔
平
選
手
ふ
る
さ
と
応
援
団
は
、

新
た
に
市
内
の
企
業
や
団
体
を
対

象
と
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
に

事
務
所
が
あ
る
企
業
・
団
体
で
あ

れ
ば
無
料
で
登
録
で
き
、
応
援
ポ

ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
配
布
さ

れ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
登
録
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
大
谷
選
手

の
活
躍
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
古

里
か
ら
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

４
月
か
ら
各
総
合
支
所
に
グ

ル
ー
プ
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
セ

ク
シ
ョ
ン
の
見
直
し
を
行
い
、
組

織
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。
重
点

政
策
の
課
題
解
決
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
病
院
事
業
管
理
者
に
岩
村
正

明
さ
ん
を
任
命
し
ま
し
た
。
岩
村

さ
ん
は
、
医
療
と
介
護
に
精
通
し
、

豊
富
な
行
政
経
験
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る

地
域
医
療
計
画
や
市
立
病
院
の
経

営
に
、
持
て
る
力
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

初めまして、小川ちひろ

です。市の地域おこし協力

隊員となってもうすぐ１年

になります。東京から引っ越してきたのが日高火防

祭の当日。駅前の商店街はたくさんの人であふれ、

初めて見るお囃
はや

子の屋台がまぶしくて、そんな中
し

「今日からこの街で新しい生活が始まるんだ」とか

み締めたのを覚えています。

今回は、私が所属しているプロジェクトチーム

「Walk
ウォーク

on
オン

Soil」を紹介します。直訳すると「土の上
ソイル

を歩く」。コンクリートの上を歩き情報社会に生きる

都心部の人たちに向けて、自らの足でその土地を歩

き、インターネット上の情報や写真だけでは伝わり

切らない、人と自然、風土などそこにしかないス

トーリーを私たちのフィルターを通し“小さな旅”

として伝えていくというコンセプトです。

この１年間は、まずは私自身が“小さな旅”を体

験する年でした。奥州のさまざまな場所へ行き、た

くさんの人を紹介していただいたことで、東京では

出会えなかった“ヒト・モノ・コト”との関係を持

つことができました。

これから、オーストラリアや台湾に住んだ経験も

生かして、国内の都市部だけでなく海外の国々と奥

州をつなげるパイプ役になれればと思います。いず

れは東京で奥州を発信するベースを作り、３年の任

期が終わっても「WalkonSoil」を続けられるよう頑

張りますので、どうぞよろしくお願いします。

現現在市で活動している地域おこし協力現在市で活動している地域おこし協力隊隊６人の隊員が交替でお届けします。第２６人の隊員が交替でお届けします。第２回回

は観光化推進員（台湾向け交流促進コーディネーターは観光化推進員（台湾向け交流促進コーディネーター））の小川ちひろの小川ちひろさんです。さんです。

私が企画したイベントのお知らせです。
ＮＨＫラジオ深夜便に出演している音楽家、守

もり

時タツミさん
とき

のピアノコンサートを正法寺で開催します。守時さんは私の友
人で、去年の夏に奥州に遊びに来てくれた際、水沢駅の南部風
鈴や江刺梁川のセミの声、衣川の滝のせせらぎなどたくさんの
音を耳にし、そこから奥州の曲を作ってくれました。多くの皆
さんに、音を通して奥州の魅力を感じてもらいたいです。
景色の見える音楽会in奥州

■日時 ５月12日醤午後１時半開演
■場所 正法寺本堂
■料金 大人2,500円、小学生以下
1,500円※別途拝観料大人500円、
中学生300円、小人200円が必要

■取扱先 Cafe
カフェ

＆
アンド

Living
リビング

Uchida、
ウチダ

市文化会館（Ｚホール）、江刺体育
文化会館（ささらホール）、前沢ふ
れあいセンター、胆沢文化創造セ
ンター、またはメールで申し込み
（死info@walkonsoil.jp、件名に“チケット申し込み”、本文
に氏名・購入枚数・電話番号・住所・メールアドレスを記入）
■問い合わせ 「耳をすまして」実行委員会（察090-4615-6877）


